
11 － 10
17 － 13
14 － 18
14 － 8
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
4 5 0 2 1 2 ◎ 4 22 4 4 2 2
5 2 0 1 0 0 5 4 0 2 0 4
6 11 0 3 5 2 6 0 0 0 0 0
7 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0
8 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0
9 2 0 0 2 1 9 0 0 0 0 0

◎ 10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0
11 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0
12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0
13 1 0 0 1 2 13 14 0 4 6 2
14 15 0 7 1 3 14 3 0 1 1 3
15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0
16 0 0 0 0 0 16 6 2 0 0 3
17 16 0 7 2 3 17 0 0 0 0 0
18 4 0 2 0 3 18 0 0 0 0 3

56 0 22 12 49 6 11 9
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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　宮崎県１位の小林高を破り上向き調子の清和高と、熊本県１位の熊本商業との対戦、両チームともスピードを生かしたプレ
イであるが、清和高は高さを生かすポストプレイ、熊本商業は外からのシュートが中心のチーム。　終わってみれば、清和高
がしっかりとシュートを決め５６対４９で清和高の勝利。
　第１Ｐ、両チームともマンツーマンでスタート。清和高は持ち前のポストプレイで確実に得点したい所。熊本商業は逆に早
いパス回しで時間を一杯に使いながらアウトサイドよりシュートをする。相違う攻撃パターンで一歩も譲らず１１対１０で清
和高リードで終了。
　第２Ｐ、共に同じ攻撃内容で、相譲らず。しかし、熊本商業にアンスポーツライクファールを取られるなど、あせりが見え
てきた。清和高は、その隙を見逃さず内外で着実にシートを決めていく。２８対２３清和高リードで前半終了。
　第３Ｐ、落ち着きを戻した熊本商業が激しいディフェンスでターンオーバーを狙い、シュートへ結びつける。残り５分フ
リースローで同点に追いつく。その後、熊本商業の外からのシュートが決まりだしリズムに乗ってきた。しかし、清和高も劣
らず本来のプレイで決めていく。両者一歩も引かず４２対４１清和高リードで第４Ｐへ。
　第４Ｐ，一点差を詰めたい熊本商業は、ミドルシュートを打つが決まらず。一方、清和高は得意のポストプレイで確実に得
点を重ね、残り２分で７点差に広げた。
　しかし、熊本商業＃４伊藤の３Ｐなどで決めて、挽回するも点差は縮まらず５６対４９で清和高が準決勝へ駒を進めた。
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